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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月14日(2011.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複素入力信号Ｓｘ＝Ｉｘ＋ｊＱｘに基づき基底ベクトルＸｖを生成する多項式基底生成
部と，係数ベクトルＣｖとの内積Ｃｖ・Ｘｖを多項式の値として出力する内積演算部とか
ら構成される多項式プリディストータにおいて，
　複素入力信号Ｓｘ＝Ｉｘ＋ｊＱｘの実部と虚部を最大Ｍサンプル遅延させた２（Ｍ＋１
）個の信号に基づき，これらの重複組合せより作れる最大次数Ｎの単項式全て，または必
要に応じ一部を，基底ベクトルＸｖとして出力すると共に，係数ベクトルＣｖとして前記
Ｘｖのサイズに等しい複素数の組を用いることによって，
　記憶を持つ非線形時不変システムの記述に適したボルテラ級数を，入力信号が複素数Ｓ
ｘ＝Ｉｘ＋ｊＱｘ，かつ出力信号が複素数Ｓｙ＝Ｉｙ＋ｊＱｙとなるように拡張すること
を特徴とする多項式プリディストータ。
【請求項２】
　請求項１に記載の多項式プリディストータにおいて，上記最大次数Ｎの単項式が，最大
次数Ｎの多項式であることを特徴とする多項式プリディストータ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の多項式プリディストータにおいて，出力Ｓｙに入力Ｓｘを加
える直達項を設け，Ｓｙ＝Ｓｘ＋Ｃｖ・Ｘｖとすることを特徴とする多項式プリディスト
ータ。
【請求項４】
　請求項１から３に記載の多項式プリディストータと，ＤＡ変換器と直交変調器から成る
直交変調ＤＡ変換器と，直交変調器出力を増幅する電力増幅器と，出力信号の一部を直交
復調して複素復調信号Ｓｚ＝Ｉｚ＋ｊＱｚを出力する直交復調ＡＤ変換器と，複素信号Ｓ
ｘとＳｚの残差信号Ｓｅ＝Ｓｚ－Ｓｘ＝Ｉｅ＋ｊＱｅの電力を最小化する方向へ係数ベク
トルＣｖの各要素を逐次更新する適応アルゴリズムとから構成されるディジタルプリディ
ストーション送信機。
【請求項５】
　送信機であって、
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　複素信号をアナログ信号に変換するＤＡ変換器と、
　前記アナログ信号を増幅して出力信号を出力する電力増幅器と、
　前記出力信号と、複素出力信号に変換するＡＤ変換器と、
　外部から入力される第一の複素入力信号と前記複素出力信号とに基づいて補正係数ベク
トルを生成する補正係数ベクトル生成部と、
　前記第一の複素入力信号及び前記第一の複素入力信号よりも過去に入力された第二の複
素入力信号を用いて、信号ベクトルを生成する信号ベクトル生成部と、前記信号ベクトル
と前記補正係数ベクトルとを用いて前記複素信号を生成する生成部と、を備えるデジタル
プリデイストータと、を有することを特徴とする送信機。
【請求項６】
　請求項５記載の送信機であって、
　異なる複数の第二の複素入力信号を保持するメモリを備え、前記信号ベクトル生成部は
、前記第一複素入力信号と、前記メモリに保持される少なくとも一の第二の複素入力信号
と、を用いて信号ベクトルを生成する、ことを特徴とする送信機。
【請求項７】
　請求項６記載の送信機であって、
　前記補正係数ベクトル生成部は、前記第一の複素入力信号と前記複素出力信号との差に
基づいて残留歪み信号を生成する、ことを特徴とする送信機。
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